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単位数 規定時間数 実習名 期間 実習施設
介護実習Ⅰ 1 45 介護導入実習 Ⅰ [1年次]6 月 下 旬 頃(3日間×2) 荏宅関逮辛莱所 デイケアセンタ-またはデイサービスセンター
宅幼老所または障害者関連施設
1 45 介護導入実習Ⅱ 2 月 頃(3日間×2) 訪問介護事業所グループホーム
1 45 介護基礎実習 10 月 上 旬 頃 介護老人福祉施設
(3日間×2) 介護老人保健施設障害者支援施設
介 3 135 個別援助技術実習 [2年次]5月下旬～ 介護老人福祉施設





































































性別 男性 13 21.7
女性 47 7a3











































































































































































申し出に考慮一日のスケジュー ルあり毎日反省会ト職員が実習課題を理解 さば3I I 要因
LE2003年度




































































































































積極 ■あいさつ 利用者との 職員とのコミ 記録 実習 学び 充実感








実習指導体制 * / * *
日々の指導者があり
日々の指導者なし ー **
日々の指導者決まってない ** * *
質問に丁寧に回答 *
職員忙しく声かけできず * * **
質問の回答なし
指導者から放置 * **
細やかな指導あり **
丁目の計画あり
職員に実習内容が不徹底
職員に実習内容が徹底
職員が明るい
職員が話しかけやすい *
職員が話しかけにくい * **
職員によって指導内容が違う .
申し出に考慮 *
申し出に考慮なし ** *
毎日反省会あり
反省会がなかった **
スケジユ-ルあり
その他
*p<.05 **p<.01
習への取 り組みが関係している｡このことは実習調
整の段階で実習に対する理解を深めていく必要があ
る｡最近の学生の中で対人関係を築 くことが難しい
学生もいることから､コミュニケーションに対する
サポー トは必要になる.しかし､職員が学生に対し
て気にかけてくれ､職員の配慮が見られ､実習の充
実感につながっていることがわかったので､実習施
設の指導者とともにこのことを共有していきたい｡
(2)実習のしやすさとしにくさの状況の比較の考察
実習指導体制としての実習のしやすさ ･Lにくさ
の今回の調査は､基礎実習終了時ということであっ
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たが､2003年時の調査4)と比較してみると､ほと
んどの項目で合致した傾向を示した｡実習のしやす
い要因としてあげられている項目は､<質問に丁寧
に答えてくれる><日々の指導者が決まっている>
<職員が明るい><職員が話やすい><細やかな指
導がある><一日のスケジュ-ルがある><学生の
申し出を考慮してくれる><毎日反省会がある>の
すべてにおいて､2003年度より高い割合を示した｡
また､実習のしにくさの要因として､<職員によっ
て指導内容が違う><職員が話しかけにくい><職
員が忙しく声がかけにくい><職員が実習課題を理
解していない><指導者から放置されてしまう><
反省会がなかった><指導者がいないことが多い>
<日々の指導者決まっていない><質問の回答がな
い>の項目については､すべてにおいて改善が見ら
れていた｡その中でも職員による指導内容の違いは
もっとも改善がされている｡施設の職員の雰囲気に
ついても改善が見られ､話しかけやすくなっている｡
職員が実習課題を理解しているか否かについては､
今回の結果からは差が少ないため学生にとっては､
はっきりとした実習のしやすさ･Lにくさの要因に
はなっていないと判断できる｡
これらの結果から考えられることは､一つに新カ
リキュラムにおいて実習教育の強化が影響している
と考える｡実習指導者講習会の受講の義務化や実習
指導マニュアルの整備がなされてきたことが施設職
員全体の雰囲気を変え､実習受け入れ体制が整えら
れてきたからと考えられる｡また､養成校と実習指
導者間の連携の強化がある｡本学科では､1年間に
2回実習指導者連絡会議を開催している｡1回目は､
年度当初に開催し､実習計画に加え､実習内容や短
大での指導内容を伝えている｡また､年度の終わり
には､学生の実習の振り返りをデ-タで示し､実習
への理解を深め､実習指導者と教員との意見交換が
行われてきているので､こうした積み上げの効果も
あると考える｡実習指導者として､養成校卒業生が
多くなってきており､実習に対しての理解が深まり､
少しずつ職員にも実習生の存在を認め､丁寧に対応
する指導が浸透しつつある｡実習指導体制が整えら
れ､学びの大きい充実した実習ができるように､実
習課題を理解してもらい､学生たちのやる気がそが
れないように､今後実習施設とは更なる連携を図っ
ていくことが重要になる｡
(3)実習指導体制の充実と自己効力感の育成
実習しやすい実習指導体制のもと､職員や利用者
とのコミュニケーションを通し､職員に気にかけて
もらい利用者に名前を覚えられたり感謝されたりす
ることで喜びや楽しさという感情とともに自分の存
在を感じることができる｡さらに､関わりが､利用
者の喜びや切なさを引き出し､利用者への思いやり
の気持ちに変わっていく｡これは､援助者と利用者
自身が､利用者主体で生活の快を求めるという介護
の根底をなす感情を育成する経験であると考える｡
知らなかった場所が親しみのある場所となり､自己
効力感が強くなっていく｡自己効力感は､学力と関
係なく介護実習への学生自身が感じる課題の重さと
関係し､やり遂げた後は自信となって学年があがる
毎に上昇傾向にあるという5)｡また､自己変化を
きたすのに影響を与えたのが ｢利用者｣｢職員｣｢実
習担当者｣であり､｢行動｣｢態度｣教育であるとし､
早期初期教育が必要であるという6)｡2年間の実習
の積み重ねが､学生の人間的な成長､専門知識 ･技
術の向上をもたらすために初期からより良い実習指
導体制のもとで行うことが重要になってくる｡
介護実習への過度の不安や緊張から､学習意欲だ
けでなく自己に対する自信も低下させてしまう学生
がいる1)｡また､福祉系の学生は､｢忙しそう｣等
の理由により､遠慮がちになってしまい､それが消
極的であると職員に思われ関係が深められるという
2)｡さらに､教員は､学生の気質や実習へのモチベー
ション等､学生自身に対応すると共に施設側への実
習調整も図っていく必要がある｡
7.結論
初期の介護実習に焦点をあてて､学生の実習姿勢
の自己評価と実習指導体制の関連性について調査分
析した結果､以下のことが明らかになった｡
1)実習への取り組み､あいさつ､利用者とのコ
ミュニケ-ション､職員とのコミュニケ-ショ
ン等実習への姿勢としての自己評価は高く､積
極的に実習に臨んでいた｡
2)積極的な実習姿勢ができたからこそ､利用者､
職員に受け入れられて､多くの学びを得て充実
感があった｡また､指導者が決まっていないこ
と､反省会がもたれないこと､自分たちの主体
的な行動に対して考慮してもらえないことなど
不満や不本意ととらえていく傾向にあることが
わかった｡
3)実習に対する姿勢が消極的な学生は､実習の
しにくさを強く感じており､実習に臨む姿勢が
実習の学びや充実感に影響を与えていた｡実習
に対するモチベーションを高めるために､不安
や緊張を和らげ､各自が目的意識を明確にして
実習に臨めるようにしていくことの重要性が示
唆された｡
4)利用者や職員とのコミュニケーションが実習
の充実感や学びの大きさに影響することもわ
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かった｡実習指導体制 ･指導者の不在 ･職員の
忙しさ等が影響していた｡また､職員が学生に
対して気にかけてくれ､職員の配慮が見られ､
実習の充実感につながっていた｡
5)多くの学生が､実習しやすいと感じ､2003
年度の調査と比較し､実習指導体制が整ってき
ていた｡その要田として､新カリキュラムの実
習教育の強化､実習指導者と本学科との連携等
が考えられた｡
実習指導体制の強化は､学生に職員との関わりを
深め積極的に取り組み学びや充実感をもたらしてい
た｡従って､学生にとって人との関わりを深めるこ
とで人間的な成長を促し､専門知識 ･技術の習得す
るためには､より実習しやすい実習指導体制が必要
である｡
おわUに
学生の質や年齢層の変化等､介護実習教育におけ
る学生側の課題もある現在､8年前の実習指導体制
と比較して実習施設職員と教員との連携等の成果が
現れていることを検証できた｡これからも､学生が､
生き生きと積極的に学び､充実した実習ができ､こ
れからの介護を担っていけるように､実習施設とは
更なる連携を図っていきたい｡
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【注】
i 2009年からのカリキュラム改正にともない､
介護福祉士養成施設から ｢介護実習Ⅱ｣の実習生を
受け入れる介護施設は､実習指導講習会の修了者を
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配置することが必須となった｡対象は､介護福祉士
資格を取得してから3年以上の実務経験を有し実習
指導者となる者で､各県の社会福祉協議会や介護福
祉士会などが実施する講習では､実習指導や学生理
解についての講習や演習が行われる｡現在は経過措
置が取られているが､平成24年の4月からは義務
付けとなる｡加えて､｢介護実習Ⅱ｣の受入施設に
ついては､実習の指導マニュアルが整備されている
ことや実習指導者を中核にした指導体制が確保され
るように常勤の介護職員の人数に対する介護福祉士
の割合が3割以上であることなどの条件も課せられ
ている｡
